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「少子化・・・」を学んで!!
　　　　　　　　　 ２月４日　参加者33名

　しらかばこども園の浜田園長をお招きし「横
須賀市の少子化について」の研修会を開催しま
した。1990年「1.57ショック」以来、国は少子
　　　　　　　　　　 化対策の必要性を認識し

ました。働く女性の増
加とともに、晩婚化
もすすみ、2023年に
は出生数が70万人を

　　　　　　　　　  下回るなど、少子化は
深刻化しました。横須賀市の人口も44万人から
37万人に減少しました。
　少子化対策として、３歳以上の幼稚園・保育
園の無償化、幼保連携型認定こども園の設置、
小規模保育事業の認可が実施されました。保育
園の需要は減らず、保育士不足も問題です。し
らかばこども園では、池田分園や新大津分園を
新設しています。横須賀市は待機児童ほぼゼロ
となったものの、課題は残ります。
　浜田園長は、少子化対策には企業誘致などの
経済の活性化が不可欠であると述べ、講演をし
めくくりました。 （児童福祉部会　渡辺）
  （注）1.57ショック：1989年に合計特殊出生率が1.57まで
低下し少子化の契機になった。

「手
話
を
学
ん
で
み
よ
う
」

　
　

３
月
８
日　

参
加
者
33
名

　

講
師
に
神
奈
川
県
聴
覚
障
害
者
連

盟
か
ら
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
１
名
、

手
話
通
訳
の
方
１
名
に
来
て
い
た
だ

き
、
①
聴
覚
障
が
い
者
と
は
？
②
聴

覚
障
が
い
者
が
日
常
生
活
で
困
る
こ

と
③
聴
覚
障
が
い
者
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
に
つ

い
て
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
会

に
参
加
し

た
方
と
い
っ

し
ょ
に
、
果

物
、
野
菜
、

動
物
な
ど

の
手
話
や

あ
い
さ
つ
、

自
己
紹
介

の
仕
方
に

つ
い
て
具
体

的
に
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
２
時
間
で
し
た
が
と
て

も
楽
し
く
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

（
障
が
い
者
福
祉
部
会　

鹿
間
）
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「認知症カフェ」OPEN♡
　　　　２月23日　参加者38名

　特別養護老人ホーム「シャローム」
の成田施設長、樋口生活相談部門長、
蛭田生活相談員をお招きし、入居者の
生活の様子や入居状況、入居希望者へ
の対応などのお話を聞きました。
　今回は大津駅前の
シャローム広場で、
毎月第３日曜日に
開催される認知症
カフェ「ホルトノキ」
の説明がありました。高齢化が進み、
人口減少が止まらない横須賀市の実態
をふまえ、認知症の新しい見方と良い
環境づくりのためのカフェです。
ホ（ほっとする） ル（るんるん）
ト（友だちできる） ノ（ノリノリ）
キ（きっさ）

とその名のとおり誰でも気楽に何でも
語れる場であり、お茶やお菓子を楽し
むところです。認知症を医療まかせに
せず、地域で暮らし続けられる工夫の
第一歩に！ （高齢者福祉部会　貫）
※ホルトノキ：大津コミセン裏のホルトノキに由来

聴
い
て
、
感
じ
て
、
体
験
し
た
こ
と
を
、
活
動
に
生
か
す
‼

「何」の手話かわかりますか？

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

部　

会　

研　

修　

会
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3
月
18
日
、
第
１
５
１
回
走
水
小
学

校
の
卒
業
式
が
執
り
行
わ
れ
、
最
後
の

卒
業
生
と
な
る
5
人
の
児
童
が
決
意
新

た
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
週
間
後
の
25
日
、
在
校

生
や
保
護
者
、
地
域
住
民
、

約
１
０
０
人
が
参
加
し
「
閉

校
式
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

校
旗
を
教
育
長
に
返
還
す
る

儀
式
が
あ
り
、
１
５
１
年
と

い
う
長
い
歴
史
と
伝
統
あ
る

走
水
小
学
校
に
幕
が
下
ろ
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
の

校
歌
斉
唱
で
は
「
胸
が
い
っ

ぱ
い
で
唄
え
な
か
っ
た
」
と

い
う
卒
業
生
。
そ
の
後
の
セ

レ
モ
ニ
ー
で
防
衛
大
学
校
の

儀
仗
隊
が
学
校
や
地
域
に

エ
ー
ル
を
送
る「
フ
ァ
ン
シ
ー

ド
リ
ル
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
馬
堀
小
学
校
に
通
学
す
る

児
童
た
ち
、
新
し
い
環
境
で
、
た
く
さ

ん
の
友
だ
ち
と
一
緒
に
学
び
ま
す
。

そ
し
て
大
好
き
な
小
学
校
に
「
あ
り

が
と
う
」
を
伝
え
た
い
と
、
走
水
町
内

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
「
実
行
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
3
月
29
日
、
小
学

校
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
強
風
と
冷
た
い
雨
に
見
舞
わ

れ
、
最
悪
な
状
況
「
小
学
校
が
、
悲
し

い
っ
て
哭
い
て
い
る
ん
だ
…
」
と
誰
か

体育館を埋め尽くした来場者は、大好

きな「校歌」を大合唱‼
　♪わが学び舎は 山の麓の海のそば

清く明るく朗らかに  清く明るく朗ら

かに〜♬

小
学
校
が
哭
い
て
い
る

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
で
受
賞

の
つ
ぶ
や
き
。
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
住
民
、
小
学
生
、
卒
業
生
、

元
走
水
小
の
先
生
方
な
ど
、
約
千
人
が

来
場
、
大
分
、
愛
媛
、
愛
知
県
な
ど
遠

方
か
ら
駆
け
つ
け
た
方
も
い
て
、
あ
ち

こ
ち
の
教
室
、
体
育
館
で
同
窓
会
が
始

ま
り
、
歓
声
、
笑
い
、
涙
の
時
間
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
、
音
楽
家
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。

地
域
の
商
店
、
施
設
の
ご
協
力
で
お
弁

当
な
ど
も
販
売
、
シ
ャ
ロ
ー
ム
の
温
か

い
「
食
バ
ザ
ー
」
は
大
好
評
で
し
た
。

全
員
で
校
歌
斉
唱
の
あ
と
は
、
小
雨

降
る
校
庭
へ
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
「
バ
ル
ー

ン
リ
リ
ー
ス
」
を
行
い
ま
し
た
。
環
境

に
配
慮
し
た
素
材
の
風
船
を
「
あ
り
が

と
う
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
空
に
放
ち

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
忘
れ
な
い
よ
!!

（
広
報
Ｈ
・
Ｙ
）

昨
年
10
月
５
日
、
馬
堀
小
学
校
で

「
ま
ぼ
り
秋
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
雨
天
の
た
め
花
火
だ
け
延
期
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
な
ど

を
見
て
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

約
二
千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
間
近
で

見
る
花
火
は
格
別
で
し
た
。

主
催
は
馬
堀
小
学
校
区
地
域
づ
く
り

協
議
会
（
長
森
豊
会
長
）
で
六
つ
の

町
内
会
・
自
治
会
が
属
し
て
い
ま
す
。

常
日
頃
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
、

安
全
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

登
下
校
の
見
守
り
、
校
庭
内
の
草
刈

り
、
焚
火
を
囲
む
会
な
ど
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
花
火
は
初
め
て
の
試
み
で
、

地
元
の
企
業
や
商
店
の
協
賛
も
得
て
実

現
し
た
も
の
で
す
。
（
広
報
部
会　

O
）

馬堀の夜空に
冬の花火

２
月
８
日
、
18
時
か
ら

馬
堀
中
学
校
校
庭
で

花
火
約
一
千
発
が
上
が
り
ま
し
た
。

左から長濵副会長・嶋口会長・櫻井副会長

　

令
和
６
年
11
月
に
宮
崎
市
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
、
大
津
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が

36
年
ぶ
り
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
理
由
は
、
民
生
委
員
個
々

の
能
力
の
向
上
、
福
祉
制
度
へ
の

理
解
、
活
動
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

情
報
共
有
・
連
携
を
図
る
こ
と

を
、
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ありがとう　 走水小学校ありがとう　 走水小学校

ありがとうの想いをバルーンにのせて〜
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２月２１日の

お話

　いないいないばあ

よーいドン

　かけっこ大会

親子遊び

高い高い！

　ヒコーキ遊び！

　さかさあそび！

２０２５年度　大津なかよしひろば　開催日程
開催 ： 年６回、 第３金曜日

場所 ： 大津コミュニティセンター2階 体育室

時間 ： 10時～11時30分

対象 ： ０歳児から未就学児および保護者

　 ※お車での来場はご遠慮ください

事前申込みなしで直接会場にお越しください

児童福祉部会

５月１６日 ６月２０日

９月１９日 １０月１７日

１２月１９日 ２月２０日

いちご狩りに行ってきました！
　２月16日、ひとり親世帯を対象として津久井浜の志村観光農園にて、
いちご狩りを実施しました。
　19家族53人とスタッフ14人の総員67人が参加しました。
　当日、朝は小雨でしたが、集合時間の10時には晴天になりました。
津久井浜駅から農園まで約30分間、カリフラワー畑、キャベツ畑、
河津桜を見ながら川沿いの狭い道をゆっくり親子で話しながら、ハイ
キングしました。

　いちご園では、30分間いちご食べ放題で、今回は私たちのグループ
のみの使用で、ゆったりゆっくり食べられました。３㎝以上の大きな
真っ赤に熟したいちごで、練乳をつけなくても、とても甘いいちごが
たくさんありました。みんなで大きさくらべをしました。最高60個を
食べた子どもがいました。
　最後に、駅で渡したバンダナと引換えにお弁当とお茶、子どもには
お菓子も配りました。子どもから「いちごおいしかった」「ありがとう
ございました」と笑顔でお礼を言われました。スタッフ一同、また来
年も頑張るぞと子どもから元気をもらいました。
 （児童福祉部会　池口）

日程 ５月 ２８日

　　 ６月 ４日・１８日

　　 ７月 ２日・１６日

　　 いずれも水曜日です

時間 １０時～１３時

場所 大津地区

　　 ボランティアセンター

電話 046-834-2487

相談員 民生委員児童委員

お気軽にお越しください

第 156 号の高齢者福祉部会

お楽しみ交流会のコール・ア

カシアの紹介記事に誤りが

ありました。

お詫びして訂正いたします。

（正）根岸小学校 PTA

（誤）幼稚園

お詫びと訂正

ふれあい相談
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ポ
湘
南
大
津　
　

匿　

名  

様

おおつボラセンだより
ボランティア活動を
　 してみませんか？
•  トランプやマージャンを一緒にやれ
る方
• 絵手紙を教えてくださる方
•  洗濯物たたみのお手伝い等々、要望
は多岐に渡っています
　「それならやれるかな」と思った方
　興味のある方は下記にお問合せ下さい

問い合わせ先 
大津地区ボランティアセンター
☎　０４６（８３４）２４８７

困った時には『ほっとかん！』
赤ちゃんから高齢者まで、どんなことでも、
まず『ほっとかん！』にご相談ください。

◎高齢者虐待について
虐待かな？ご家庭内のこと、施設で目撃したこと、職員として

感じたことなど、少しでも気になることがあれば、迷わずご連絡
ください。匿名でもOKです。
◎成年後見人について
「物忘れが多くなった。１人で決めることが難しくなった。金
銭管理に不安がある。」「身寄りがないので、手続き等どうしたら
いいの？」等、財産管理や色々な契約手続きに不安のある方。ご
本人の権利を守る成年後見制度のご相談をお受けしています。
◎終活登録について
「緊急連絡先」「かかりつけ医」「エンディングノートの保管場所」
等、市民の方なら年齢問わず電話一本で登録できるサービスです。
万一の時、病院や警察からの問い合わせに市がお答えします。

―  2025年問題  ―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
え
ら
い
ね
」「
大
変
だ
ね
〜
」「
好
き
だ
ね
」
等
々
。

専
業
主
婦
の
私
に
と
っ
て
小
さ
な
社
会
貢
献
が
で
き
、
多
く
の
人
と

知
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
会
と
の
繋
が
り
の
一
つ

で
す
。

そ
の
き
っ
か
け
が
犯
罪
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で
し

た
。
法
律
、心
理
学
の
勉
強
か
ら
始
ま
り
、裁
判
所
で
傍
聴
も
し
ま
し
た
。

何
よ
り
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
被
害
者
本
人
や
家
族
を

失
っ
た
被
害
者
遺
族
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
し
た
。

報
道
さ
れ
て
い
た
事
件
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
小
さ
な
事

件
や
事
故
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
数
だ
け
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
当
事
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
も
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
人
た
ち
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め

に
必
要
な
傾
聴
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

時
に
は
辛
い
こ
と
や
自
己
嫌
悪
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
経
験

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身
を
少
し
ず
つ
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

気
が
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
様
の
た
め
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
た
め
に
な
る
ん
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
無
理
な
く
続
け
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
体
調
管
理
が
大
事
で
す
ね
。

（
N
・
A
）

編集後記

▽
大
津
地
区
社
協
「
定
期
総
会
」

と　

き　

５
月
21
日
（
水
）
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

大
津
コ
ミ
セ
ン
２
階
体
育
室

で
ん
わ　

社
協　

０
４
６
（
８
３
４
）
２
４
８
７

　
　

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

第４回

燕
の
巣
や
さ
し
き
人
の
住
む
町
に

さ
よ
子

シ
ャ
ボ
ン
玉
空
を
映
し
て
空
に
消
え

美　

令

ふ
と
匂
う
山
の
散
歩
の
み
か
ん
花

成　

人

つ
な
ぐ
手
や
新
樹
の
下
に
園
児
行
く

正　

幸

若
鮎
の
ハ
イ
ジ
の
ご
と
く
瀬
に
跳
ね
る

千
穂
子

横
須
賀
俳
句
協
会
会
報
よ
り

人生100年時代

《

俳

句

》

何かあったらほっとかん

０４６‒８２２‒９６１３


